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(5
8%

)

親
の
強
い
勧
め

(4
6%

)

教
養

を
身

に
つ
け
る

(4
2%

)

家
族
か
ら
離
れ
る

(2
1%

)
S

ou
rc

e:
  U

C
LA

 H
ig

he
r E

du
ca

tio
n 

R
es

ea
rc

h 
In

st
itu

te
, T

he
 A

m
er

ic
an

 F
re

sh
m

an
: N

at
io

na
l N

or
m

s 
fo

r F
al

l 2
00

6
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 p
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r c
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C
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ar
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y

C
ol

le
ge

 c
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pl
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n

Be
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s 
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St
ud

en
t l
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in
g

In
te
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at
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l c
om
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on
s 
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e 

pr
ov

id
ed
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 a
re
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ot
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ra

de
d

S
ou

rc
e:

  M
ea

su
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g 
U

p 
20

08
: T

he
 S

ta
te

-b
y-

S
ta

te
 R

ep
or

t C
ar

d 
fo

r H
ig

he
r E

du
ca

tio
n

N
at

io
na

l p
er

sp
ec

ti
ve

s
N

at
io

na
l p

er
sp

ec
ti

ve
s

M
ea

su
ri

ng
 U

p,
 a

 b
ie

nn
ia

l 
na

ti
on

al
 r

ep
or

t 
ca

rd
 o

n 
Am

er
ic

an
 

M
ea

su
ri

ng
 U

p,
 a

 b
ie

nn
ia

l 
na

ti
on

al
 r

ep
or

t 
ca

rd
 o

n 
Am

er
ic

an
 

hi
gh

er
 e

du
ca

ti
on

, 
gr

ad
es

 t
he

 n
at

io
n 

an
d 

th
e 

50
 s

ta
te

s 
hi

gh
er

 e
du

ca
ti

on
, 

gr
ad

es
 t

he
 n

at
io

n 
an

d 
th

e 
50

 s
ta

te
s 

in
di

vi
du

al
ly

 i
n 

th
e 

fo
ll

ow
in

g 
ar

ea
s

in
di

vi
du

al
ly

 i
n 

th
e 

fo
ll

ow
in

g 
ar

ea
s

ア
メ
リ
カ
高

等
教

育
と
は

？

大
学
教
育
の
水
準
と
比
較
し
た
高
校
生
の
学
力
レ
ベ
ル

大
学

進
学
・
参

加
状
況

家
計
と
学
費
の
関
連
性

大
学
卒
業
状
況

社
会
に
対
す
る
利
益

学
生
の
学
生
状
況

M
ea

su
ri

ng
 U

p
M

ea
su

ri
ng

 U
p
はは
国
際
比
較
も
行
っ
て
い
る
が
他
の
国
を
評
価
は
し
て
い
な
い

S
ou

rc
e:

  M
ea

su
rin

g 
U

p 
20

08
: T

he
 S

ta
te

-b
y-

S
ta

te
 R

ep
or

t C
ar

d 
fo

r H
ig

he
r E

du
ca

tio
n

国
の

観
点

国
の

観
点

““
M

ea
su

ri
ng

 U
p

M
ea

su
ri

ng
 U

p
””
, , 
２
年
に
一
度

発
行

さ
れ

る
ア
メ
リ
カ
高
等

教
育

の
評

価
リ
ポ
ー

２
年
に
一
度

発
行

さ
れ

る
ア
メ
リ
カ
高
等

教
育

の
評

価
リ
ポ
ー

ト
。
ア
メ
リ
カ
合

衆
国

な
ら
び
に
５
０
州
の
高

等
教

育
状

況
を
以
下

の
観

点
か

ら
評

価
ト
。
ア
メ
リ
カ
合

衆
国

な
ら
び
に
５
０
州
の
高

等
教

育
状

況
を
以
下

の
観

点
か

ら
評

価
す
る
リ
ポ
ー
ト
。

す
る
リ
ポ
ー
ト
。

W
ha

t i
s 

A
m

er
ic

an
 h

ig
he

r e
du

ca
tio

n 
ab

ou
t?

St
at

es
’f

is
ca

l c
ris

es

Tu
iti

on
 p

ric
es

 a
nd

 tu
iti

on
 p

ol
ic

y

St
at

e 
st

ud
en

t g
ra

nt
 a

id
 p

ro
gr

am
s

En
ro

llm
en

t c
ap

ac
ity

Im
pl

em
en

ta
tio

n 
of

 th
e 

H
ig

he
r E

du
ca

tio
n 

O
pp

or
tu

ni
ty

 A
ct

 

Th
e 

in
co

m
in

g 
O

ba
m

a 
ad

m
in

is
tra

tio
n

C
ol

le
ge

 re
ad

in
es

s

Ve
te

ra
ns

’e
du

ca
tio

n

U
nd

oc
um

en
te

d 
st

ud
en

ts

Su
st

ai
na

bi
lit

y

S
ou

rc
e:

  A
m

er
ic

an
 A

ss
oc

ia
tio

n 
of

 S
ta

te
 C

ol
le

ge
s 

an
d 

U
ni

ve
rs

iti
es

St
at

e 
po

lic
y 

pe
rs

pe
ct

iv
es

: 
im

m
ed

ia
te

 c
on

ce
rn

s
St

at
e 

po
lic

y 
pe

rs
pe

ct
iv

es
: 

im
m

ed
ia

te
 c

on
ce

rn
s

T
op

 1
0 

st
at

e 
hi

gh
er

 e
du

ca
ti

on
 p

ol
ic

y 
is

su
es

 f
or

 2
00

9
T

op
 1

0 
st

at
e 

hi
gh

er
 e

du
ca

ti
on

 p
ol

ic
y 

is
su

es
 f

or
 2

00
9

ア
メ
リ
カ
高

等
教

育
と
は

？

州
の
財
政
危
機

高
学
費
と
学
費
政
策

州
の
奨
学
金
制
度
（
給
付
の
奨
学
金
、
ロ
ー
ン
は
含
ま
れ
な
い
）

学
生
定
員
数

１

H
ig

he
r E

du
ca

tio
n 

O
pp

or
tu

ni
ty

 A
ct

2 の
実
行

オ
バ
マ
政
権
の
影
響

高
校
生
の
学
力
水
準
と
大
学
の
教
育
水
準
の
ギ
ャ
ッ
プ

軍
隊
出
身
学
生
の
教
育

不
法
移
民
家
庭
出
身
の
学
生
の
教
育

３

（
エ
ネ
ル

ギ
ー
資

源
な
ど
の

）
持
続

可
能

な
利
用

S
ou

rc
e:

  A
m

er
ic

an
 A

ss
oc

ia
tio

n 
of

 S
ta

te
 C

ol
le

ge
s 

an
d 

U
ni

ve
rs

iti
es

州
政

府
の

観
点

州
政

府
の

観
点

: : 
目

の
前

に
あ
る
課

題
目

の
前

に
あ
る
課

題

州
高
等

教
育

政
策

の
重

要
課

題
ト
ッ
プ
１
０

州
高
等

教
育

政
策

の
重

要
課

題
ト
ッ
プ
１
０

注
：

１
．
ア
メ
リ
カ
の

い
く
つ
か

の
州

は
移

民
に
よ
る
人

口
の

増
大

に
よ
っ
て
学

生
数

が
急

増
し
て

い
る
地
域
が
あ
り
、
大
学
定
員

数
が
学
生
数
を
下
回
る
と
い
う

事
態
に
直
面
し
て
い
る
州
が

あ
る
。

２
．
連

邦
政

府
の

高
等

教
育

へ
の

関
わ

り
方

を
定

め
た
法

律
。
昨

年
新

た
に
更

新
さ
れ

た
。

各
大

学
は

連
邦

政
府

の
奨

学
金

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
お
よ
び
研

究
グ
ラ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に

参
加
す
る
た
め
に
、

H
E

A
に

よ
っ
て
定

め
ら
れ

た
様

々
な
規

制
や
ル
ー
ル
な
ど
に
従
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
州
政
府

の
役

割
は

、
各

大
学

が
今

回
新

た
に
定

め
ら
れ

た
ル

ー
ル

を
守

る
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

に
あ
る
。

３
．
不

法
移

民
の

家
族

出
身

の
子

供
た
ち
の

中
に
は

、
ア
メ

リ
カ
で
生

ま
れ
た
と
し
て
て
も

出
生
証
明
書
を
持
っ
て
い
な

い
ケ
ー
ス
が
多
々

あ
り
、
そ
う

い
う
学

生
を
ど
の

よ
う
に
扱

う
べ
き
か
（
本
来
の
ル

ー
ル
に

従
え
ば
留
学
生
扱

い
と
な
る
）

と
い
う
議

論
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E
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 d

ev
el
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m

en
t

Q
ua

lit
y 

(“
ac

ad
em

ic
 e

xc
el

le
nc

e”
)

P
ar

tn
er

sh
ip

s

w
ith

 s
ec

on
da

ry
 s

ch
oo

ls
, p

riv
at

e 
co

lle
ge

s,
 s

ta
te

 g
ov

er
no

r, 
st

at
e 

le
gi

sl
at

ur
e,

 a
nd

 b
us

in
es

s 
co

m
m

un
ity

St
at

e 
po

lic
y 

pe
rs

pe
ct

iv
es

: 
pe

re
nn
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l c

on
ce
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s

St
at

e 
po

lic
y 

pe
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pe
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iv
es

: 
pe
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rn
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S
ou

rc
e:

  R
ev

ie
w

 o
f s

el
ec

te
d 

st
at

e 
m

as
te

r p
la

ns

ア
メ
リ
カ
高

等
教

育
と
は

？

労
働

者
の

教
育

・
供

給

経
済

発
展

（
雇

用
の

創
出

）

大
学
の
質

(“
ac

ad
em

ic
 e

xc
el

le
nc

e”
)

各
界

と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

中
・
高

等
学

校
, 私

立
大
学

, 州
知
事

, 州
議
会
議
員

, 民
間
企
業

州
政

策
の

観
点

州
政

策
の

観
点

: : 
常

に
あ
る
課

題
常

に
あ
る
課

題

S
ou

rc
e:

  R
ev

ie
w

 o
f s

el
ec

te
d 

st
at

e 
m

as
te

r p
la

ns

W
ha

t i
s 

A
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ou
t?

St
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po
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pe
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iv
es
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pe
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nn
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l c
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ce

rn
s

St
at

e 
po

lic
y 

pe
rs

pe
ct

iv
es

: 
pe

re
nn

ia
l c

on
ce

rn
s

Ac
ce

ss D
iv

er
si

ty
, e

qu
ity

, r
ed

uc
e 

pa
rti

ci
pa

tio
n 

ga
ps

 

Pr
od

uc
tiv

ity

G
ra

du
at

e 
m

or
e 

st
ud

en
ts

Im
pr

ov
e 

gr
ad

ua
tio

n 
ra

te
s

Ac
hi

ev
e 

(o
r a

pp
ro

ac
h)

 a
 “s

ea
m

le
ss

”e
du

ca
tio

na
l s

ys
te

m

•I
m

pr
ov

e 
ac

ad
em

ic
 p

re
pa

ra
tio

n

•R
ea

ch
 o

ut
 to

 s
tru

gg
lin

g 
se

co
nd

ar
y 

sc
ho

ol
s

•I
m

pr
ov

e 
ar

tic
ul

at
io

n 
be

tw
ee

n 
2-

ye
ar

 a
nd

 4
-y

ea
r 

in
st

itu
tio

ns

S
ou

rc
e:

  R
ev

ie
w

 o
f s

el
ec

te
d 

st
at

e 
m

as
te

r p
la

ns

ア
メ
リ
カ
高

等
教

育
と
は

？

州
政

策
の

観
点

州
政

策
の

観
点

: : 
常

に
あ
る
課

題
常

に
あ
る
課

題

教
育

機
会

均
等

・
平

等

多
様

性
と
公

平
さ
の

追
求

。
性

別
、
人

種
、
そ
の
他

学
生

の
出

自
の

違
う

グ
ル

ー
プ
間

に
見

ら
れ

る
大

学
進

学
率

の
差

を
な
く
す
。

生
産

性 よ
り
多

く
の

学
生
を
卒

業
さ
せ

る

卒
業

率
の
増
加

相
互

補
完

的
か

つ
有

機
的

な
教

育
シ
ス
テ
ム
の

構
築

•初
等

・
中

等
教

育
の

学
力

水
準

の
向

上

•問
題

を
抱

え
て
い
る
中

学
・
高

校
へ

の
大

学
か

ら
の

支
援

•２
年
制
大
学
と
４
年
制
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
合
意
の
形

成
（
Ar

tic
ul

at
io

n１
)

S
ou

rc
e:

  R
ev

ie
w

 o
f s

el
ec

te
d 

st
at

e 
m

as
te

r p
la

ns

注
：

１
．
現

在
ア
メ
リ
カ
の

抱
え
る

問
題

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
同

じ
州

内
に
あ
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
大

学
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前

に
在
籍
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ
で
取

得
し
た
単

位
が

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
先

の
４
年

制
の
大
学
で
認
め
ら
れ
な
い
と
い

う
問

題
が

あ
る
。
そ
の

カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
不

整
合
性
に
関

わ
る
問

題
を

Ar
tic

ul
at

io
n 

Is
su

e 
と
呼

ぶ
。
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 m
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st

ud
en
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, 

of
fic

e 
ho

ur
s

St
ud

en
ts

 –
tim

e 
to

 d
eg

re
e,

 “e
xc

es
s 

ho
ur

s”

Em
er

gi
ng

 a
pp

ro
ac

h

G
oa

l-o
rie

nt
ed

D
eg

re
e 

pr
od

uc
tiv

ity
 –

“p
ro

du
ci

ng
 m

or
e 

po
st

se
co

nd
ar

y 
ce

rti
fic

at
es

 a
nd

 d
eg

re
es

 fo
r t

he
 m
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 w
e 
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d.
”

S
ou

rc
e:

  R
ev

ie
w

 o
f s

el
ec

te
d 

st
at

e 
m

as
te

r p
la

ns

「
生

産
性
の

向
上
」
を
追

及
す
る
理
由

““ 生
産

性
生

産
性

”” の
定

義
お
よ
び
そ
の

向
上

の
為

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

変
化

の
定

義
お
よ
び
そ
の

向
上

の
為

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

変
化

過
去

の
動

向

プ
ロ
セ
ス
（
例

：
組

織
運
営

）
の

生
産

性
の

向
上

に
よ
り
焦

点
が

当
て
ら
れ
た

教
員

–
例

：
よ
り
多

く
の
授

業
を
担

当
し
、
よ
り
多

く
の

学
生

を
教

え
、
オ
フ
ィ

ス
ア
ワ
ー
を
多
く
す
る

学
生

－
例

：
学

位
取

得
に
要

し
た
時

間
、
「
超

過
時

間
」

最
近

の
動

向

ゴ
ー
ル
重
視

学
位

生
産
力
の
向
上
（
D

eg
re

e 
pr

od
uc

tiv
ity
）

–
“支

出
レ
ベ
ル

を
変

え
ず

に
学

位
保

持
者

を
増

や
す

”

S
ou

rc
e:

  R
ev

ie
w

 o
f s

el
ec

te
d 

st
at

e 
m

as
te

r p
la

ns

01
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

Canada 
Japan
Korea
Sweden 

Belgium
Ireland
Norway
United States 
Spain
France 
Finland

Australia 
Denmark 
United Kingdom
Netherlands
Iceland
Luxembourg 
Switzerland
New Zealand 

Greece
Poland
Germany
Austria
Mexico
Hungary 
Portugal 

Italy 
Slovak Republic
Czech Republic 
Turkey 

2
5
-3

4
 y

ea
r 

o
ld

s

4
5
-5

4
 y

ea
r 

o
ld

s

S
ou

rc
e:

 O
rg

an
is

at
io

n 
of

 E
co

no
m

ic
 C

oo
pe

ra
tio

n 
& 

D
ev

el
op

m
en

t (
O

E
C

D
), 

Ed
uc

at
io

n 
at

 a
 G

la
nc

e 
20

06

D
if

fe
re

nc
es

 in
 c

ol
le

ge
 a

tt
ai

nm
en

t 
(2

D
if

fe
re

nc
es

 in
 c

ol
le

ge
 a

tt
ai

nm
en

t 
(2

-- y
ea

r 
de

gr
ee

s 
an

d 
ye

ar
 d

eg
re

es
 a

nd
 

hi
gh

er
) 

be
tw

ee
n 

yo
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0
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5
%

2
0
%

2
5
%

3
0
%

3
5
%

4
0
%

一
人

当
た
り
個

人
所

得
、
２
０
０
０
年

学
士
号
保
持
者
の

人
口
比
率
（
２
５
－

６
４
歳
人
口
）
, 
２
０
０
０
年

M
T

H
I
R

I
F
L

U
S

低
所
得
、
高
学
歴

低
所
得
、
低
学
歴

高
所
得

, 
高
学
歴

高
所
得
、
低
学
歴
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In

d
e
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0
0
2
)１

上
位
３
３
％

３
３
％
－
６
６
％

下
位
３
３
％

い
う
ま
で
も
な
く
、
州
の
最

終
学

歴
の

平
均
レ
ベ
ル

と
平
均
個
人
所
得
に
は
強

い
関
連
性
が
存
在
す
る

平
均

最
終

学
歴

の
レ
ベ

ル
が

高
い
州
は

州
内
に

高
度
な
技
術
を
扱
う
知
的

産
業
な
ど
を
よ
り
多
く
擁
し

て
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
経

済
競
争
に
優
位
な
環
境

に
あ
る
。

「
生

産
性
の

向
上
」
を
追

及
す
る
理
由

: 
“労

働
力

の
競

争
力

向
上

”と
い
う
意

見

注
：

1.
 情

報
技
術
を
駆
使
し

た
ハ
イ
テ
ク
産
業
な
ど
を

中
心
と
し
た
新
し
い
タ
イ

プ
の
経
済
体
系
を
構
築

す
る
た
め
に
、
各
州
に
お

い
て
ど
れ
く
ら
い
経
済

基
盤
が
整
っ
て
い
る
か
を
評

価
し
た
リ
ポ
ー
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ht
tp

://
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S
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7

学
位
保
持
者
に
は
多
大

な
か
つ
永
続
的
な
経
済

利
益
が
存
在
す
る
。
学
士

号
保
持
者
の
累
積
利
益

総
額
は
高
卒
労
働
者
と

比
較
し
て
１
億
円
近
く
高
く

な
る
。

最
終

学
歴

と
個

人
所

得
の

関
連

性
最

終
学

歴
と
個

人
所

得
の

関
連

性

「
生

産
性
の

向
上
」
を
追

及
す
る
理
由

: 
「
個

人
の
利

益
向
上

」
と
い
う
意

見

最
終
学
歴
別
個
人
所
得
の
中
間
値

（
２
５
－

６
４
歳

）
、
テ
ネ
シ
ー
州

、
２
０
０
６
年

（
単
位
：ア

メ
リ
カ
ド
ル
）

生
涯
賃
金
（予

測
）

高
卒
労
働
者
と
比
較
し
た
場
合

ア
メ
リ
カ
平
均

（
単
位
：ア

メ
リ
カ
ド
ル
）
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本
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(以
下

N
C

H
E

M
S

) に
よ
る

「
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
」分

析
は

、
高
校
入
学
か
ら
大
学
卒
業
ま

で
の
４
つ
の
主
要
な
「移

行
時
期
」に

焦
点
を
当
て
、
各

州
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
強
み

及
び
弱
点
を
診
断
す
る
ツ
ー

ル
と
し
て
政
策
関
係
者
の
間

で
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
ツ
ー

ル
は
、
ど
こ
の
移
行
ポ
イ
ン
ト

を
改
善
す
れ
ば
大
学
卒
業

者
数
が
増
え
る
か
を
示
し
て

い
る
。

N
C

H
E

M
S
は
同
じ
分
析
を
５

０
州
全
て
に
行
っ
て
い
る
。
各

州
の

「パ
イ
プ
ラ
イ
ン
」は

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
部
分
で
い

わ
ゆ
る
「
漏
れ
」
を
抱
え
て
い

る
。
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m

s,
 w

w
w

.h
ig

he
re

di
nf

o.
or

g

N
CH

EM
S 

N
CH

EM
S 
に
よ
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よ
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「
生

産
性
の

向
上
」
を
追

及
す
る
理
由

: 
「
効

率
性
の

上
昇
」
と
い
う
意

見

１
０
０
人

の
９
年

生
（
日
本

で
い
う
中
学

３
年
生

）
の
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・
・
・

高
校
を
卒
業

大
学
に
す
ぐ
進
学

２
年
目
も
引
き
続
き

大
学
に
在
学

３
年
以
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准
学
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、
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１
FT

E
あ
た
り
の

大
学

の
一

般
歳

入
額

左
の
図
は

N
C

H
E

M
Sに

よ
る
高
等
教
育
の
学
位
授

与
に
関
す
る
効
率
性
に
関

す
る
分
析
で
、
州
の
高
等

教
育
シ
ス
テ
ム
が
ほ
ぼ
同

じ
レ
ベ
ル
の

予
算

で
あ
っ

て
も
、
全
く
異
な
る
学
位
数

を
供
給
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
各
州
が
異
な
る

“効
率

性
”を

持
っ
て
い
る
と
い
う

結
果
は
セ
ク
タ
ー
別

で
見

て
も
、
ま
た
異
な
る
業
績
指

標
（
こ
の
図
で
は

10
0F

TE
10

0F
TE

に
お
け
る
学
位

授
与

数
）

に
お
け
る
学
位

授
与

数
）
を

用
い
て
も
確
認
さ
れ
る
。

こ
の
分
析
か
ら
、
資
金
力
も

重
要
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
高
等

教
育
は
そ
の

“生
産
関
数

“の
効
率
性
に
注
意
を
払
う

必
要
が
あ
る
と
い
う
結
論

が
導
き
出
さ
れ
る

注
：
FT

E
 =

 F
ul

l-t
im

e 
E

qu
iv

al
en

tの
こ
と
。
実
際
の
学

生
数

で
は

な
く
、
単
位

総
数

を
も

と
に
算
出
さ
れ
た
学
生
数
（
年
間

３
０
単
位
＝
１

FT
E
）

「
生

産
性
の

向
上
」
を
追

及
す
る
理
由

: 
「
効

率
性
の

上
昇
」
と
い
う
意

見
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ed
uc

at
io

n,
 a

nd
 

in
cr

ea
se

d 
tu

iti
on

 le
ve

ls
.

Th
e 

fl
ow

 o
f 

fu
nd

s 
in

 A
m

er
ic

an
 h

ig
he

r 
ed

uc
at

io
n

Th
e 

fl
ow

 o
f 

fu
nd

s 
in

 A
m

er
ic

an
 h

ig
he

r 
ed

uc
at

io
n

Th
e 

ca
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r i

m
pr
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: 
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ca
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in

ts

州
・
市

政
府

学
生

経
済

大
学

個
人

資
産

家
財

団
企

業

連
邦

政
府

学
費

奨
学
金
・

学
費
免
除

寄
付
金

税
収

収
入

奨
学
金

助
成
・交

付
金

/
グ
ラ
ン
ト

奨
学
金

(支
出
用
途
限
定

)
研
究
・
そ
の
他
グ
ラ
ン
ト

（
支
出
用
途
限
定
）

S
ou

rc
e:

  N
C

H
E

M
S

, w
w

w
.h

ig
he

re
di

nf
o.

or
g

様
々
な
ル
ー
ト
を
経
て
巨
大

な
額
が
「U

nr
es

tri
ct

ed
 

Fu
nd

in
g」

（大
学
に
そ
の

支
出
方
法
を
決
め
る
裁
量

権
が
あ
る
資
金
）
と
し
て
大

学
に
流
れ
て
い
る
が
、
そ
の

資
金
総
額
の
大
半
は
州
政

府
と
学
費
収
入
か
ら
き
て
い

る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
５
０
州

の
う
ち
、
２
８
の
州

で
は

市
政
府
も
高
等
教
育
（
多
く
の

場
合
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ

ジ
）に

対
し
て
財
政
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

経
済
が
停
滞
す
る
に
つ
れ

て
、
税
収
が
多
く
の
州
で
予

測
を
下

回
り
、
そ
れ

が
州

予
算
の
下
方
修
正
に
つ
な
が

り
、
そ
し
て
そ
れ

が
州

政
府

か
ら
高
等
教
育
に
対
す
る

支
出
低
下
、
そ
し
て
学
費
の

上
昇
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
高

等
教

育
の
資

金
の

流
れ

ア
メ
リ
カ
高

等
教

育
の
資

金
の

流
れ

「
生

産
性
の

向
上
」
を
追

及
す
る
理
由

: 
財

政
上

の
制

限
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ve
nu
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 s
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 a
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ou
nt

 
fo

r o
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y 
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t h

al
f o

f 
al

l c
ur

re
nt

 fu
nd

 
re

ve
nu

e 
at

 p
ub

lic
 

fo
ur

-y
ea

r i
ns

tit
ut

io
ns

. 
(T

he
 p

er
ce

nt
ag

e 
is

 
m

uc
h 

hi
gh

er
 a

t p
ub

lic
 

tw
o-

ye
ar

 in
st

itu
tio

ns
, 

85
%

). 

H
ow

ev
er

, i
n 

ev
er

y 
pu

bl
ic

 h
ig

he
r 

ed
uc

at
io

n 
se

ct
or

, 
th

es
e 

re
ve

nu
e 

so
ur

ce
s 

st
ill 

co
ns

tit
ut

e 
th

e 
m

aj
or

ity
 o

f 
un

re
st

ric
te

d 
re

ve
nu

es
 

av
ai

la
bl

e 
fo

r g
en

er
al

 
op

er
at

in
g 

ex
pe

ns
es

.

So
ur

ce
s 

of
 c

ur
re

nt
 f

un
d 

re
ve

nu
e 

fo
r 

pu
bl

ic
 in

st
it

ut
io

ns
So

ur
ce

s 
of

 c
ur

re
nt

 f
un

d 
re

ve
nu

e 
fo

r 
pu

bl
ic

 in
st

it
ut

io
ns

Th
e 

ca
se

 fo
r i

m
pr

ov
ed

 p
ro

du
ct

iv
ity

: 
fis

ca
l c

on
st

ra
in

ts
学
費
収
入
と
州
・
市
政
府

か
ら
の
助
成
金
は
、
４
年

制
の
州
立
大
学
で
は
、
わ

ず
か
全
資
金
の
半
分
に

と
ど
ま
る
。
（
そ
の
割

合
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
だ

と
８
５
％
に
達
す
る
）

し
か
し
、
ど
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

セ
ク
タ
ー
も
、
い
ま
だ
に
学

費
と
州
・市

政
府
か
ら
の

収
入
が
大
学
の
一
般
歳

出
の
主
要
な
財
源
で
あ
る

こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
大

学
の

流
動

資
金

源
パ

ブ
リ
ッ
ク
大

学
の

流
動

資
金

源
（
２
０
０
１
年

）
（
２
０
０
１
年

）

「
生

産
性
の

向
上
」
を
追

及
す
る
理
由

: 
財

政
上

の
制

限

学
費

1

市
政

府

寄
付

金

資
産

運
用

教
育

活
動

副
次

収
入

病
院

そ
の
他

合
計

パ
ブ
リ
ッ
ク

合
計

パ
ブ
リ
ッ
ク
４

年
制

パ
ブ
リ
ッ
ク
研

究
型

パ
ブ
リ
ッ
ク

４
年
制
（
他
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

レ
ッ
ジ

3

州
政

府

連
邦

政
府

2

注
：

１
．
連
邦
政
府
か
ら
学
生

に
直
接
支

給
さ
れ
た
奨
学
金
を
含
む

２
．
ペ
ル

奨
学

金
は

含
ま
れ

な
い
。
研

究
グ
ラ
ン
ト
が

主
に
含

ま
れ

る
。

３
．
ア
メ
リ
カ
先

住
民

の
た
め
の

Tr
ib

al
 C

ol
le

ge
は
含
ま
れ
な
い
。
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 re
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A
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nu
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$1
23

 b
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e 
am
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fro

m
  s
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, l
oc

al
, a

nd
 

st
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t s

ou
rc
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 fo

r 
hi

gh
er

 e
du
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n’
s 

ge
ne

ra
l o

pe
ra
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g 

ex
pe

ns
es

. 
Lo

ca
l T

ax
es

: 
$7

.3
 b

ill
io

n

Fi
sc

al
 Y

ea
r 

20
07

: 
$1

22
.8

 b
ill
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at
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 L
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N
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en

ue
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N
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O
pe
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ng
 E

xp
en

se
s 
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 H

ig
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r 
Ed
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at

io
n,

 U
.S

.,
 C

ur
re

nt
 D

ol
la

rs
O

pe
ra

ti
ng

 E
xp

en
se

s 
of

 H
ig

he
r 

Ed
uc

at
io

n,
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.S
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 C
ur

re
nt

 D
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la
rs
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m
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62
.0

%

32
.1

%

5.
9%

学
費
収
入

１
: $

39
.4

 b
illi

on
（
約

３
．
７
兆
円

）

州
政
府
か
ら
の
助
成
金
（
一
般
財

源
・
特
殊
財
源
と
も
に
含
む
）
: $

76
.1

 
bi

llio
n（

約
７
．
２
兆

円
）

S
ou

rc
e:

  S
H

E
E

O
 S

ta
te

 H
ig

he
r E

du
ca

tio
n 

Fi
na

nc
e 

(S
H

E
F)

 s
tu

dy

２
０
０
７
年
度
、
州
と
市
政

府
は

約
８
兆
円

の
助

成
を

高
等
教
育
（私

立
も
含

む
）に

対
し
て
行
っ
た
。
そ

の
う
ち
、
税
収
以
外
の
特

殊
財
源
か
ら
の
支
出
増

加
が
常
に
増
加
し
て
い
る

一
般
収
入
の
一
因
と
な
っ

て
い
る
。

３
．
７
兆

円
の
学

費
収

入
と
あ
わ
せ
て
、
合
計
１
１
．

７
兆
円
が
高
等
教
育
の

一
般
歳
入
額
を
構
成
し
て

い
る
。

注
：
連
邦
政
府
か
ら
の
奨

学
金
、
ロ
ー
ン
は
学
費
収

入
に
含
ま
れ
て
い
る
が

、
州
政
府
奨
学
金
は
学
費

収
入
に
で
は
な
く
、
州
政

府
の

助
成

金
に
含
ま
れ

て
い
る
。

市
政
府
か
ら
の
助
成
金
：

$7
.3

 b
illi

on
（
約

６
９
３
億

円
）

２
０
０
７
年
度
一

般
歳
入
合
計

: 
$1

22
.8

 b
ill

io
n

（
約

１
１
．
７
兆
円
）

高
等

教
育

の
一

般
歳

入
：

高
等

教
育

の
一

般
歳

入
：

州
・
市

政
府

か
ら
の

助
成
金

及
び
学

費
収
入

の
割
合

州
・
市

政
府

か
ら
の

助
成
金

及
び
学

費
収
入

の
割
合

「
生

産
性
の

向
上
」
を
追

及
す
る
理
由

: 
財

政
上

の
制

限

１
ド
ル
＝

９
５
円
で
計
算

Pu
bl

ic
 F

TE
 e

nr
ol

lm
en

t,
 e

du
ca

ti
on

al
 a

pp
ro

pr
ia

ti
on

s 
an

d 
Pu

bl
ic

 F
TE

 e
nr

ol
lm

en
t,

 e
du

ca
ti

on
al

 a
pp

ro
pr

ia
ti

on
s 

an
d 

to
ta

l e
du

ca
ti

on
al

 r
ev

en
ue

 p
er

 F
TE

, 
U

.S
.,

 f
is

ca
l 1

98
2

to
ta

l e
du

ca
ti

on
al

 r
ev

en
ue

 p
er

 F
TE

, 
U

.S
.,

 f
is

ca
l 1

98
2

-- 2
00

7 
20

07
 

If 
hi

st
or

y 
is

 a
ny

 
in

di
ca

tio
n,

 s
ta
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go
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rn
m
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ts

 w
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no
t 
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e 
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 a

ffo
rd

 th
e 

ne
ce

ss
ar

y 
ex
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io
n 
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 h
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r e
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n 
op
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ty

.

S
up

po
rt 
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fo
r h
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r e
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op

er
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g 

ex
pe

ns
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ha
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w

ax
ed

 a
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an
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ov
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 ti
m
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 s
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et

im
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dr
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at
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al
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O
ve

r t
im

e,
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fla
tio

n-
ad

ju
st

ed
 s

up
po

rt 
pe

r 
st

ud
en

t h
as

 in
cr

ea
se

d 
le

ss
 th

an
 1

%
 a

nn
ua

lly
.

N
ot

e:
 C

on
st

an
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00
7 

do
lla

rs
 a

dj
us

te
d 

by
 S

H
E

E
O

 H
ig

he
r E

du
ca

tio
n 

C
os

t A
dj

us
tm

en
t (

H
E

C
A)

.
S

ou
rc

e:
 S

H
E

E
O

 S
ta

te
 H

ig
he

r E
du

ca
tio

n 
Fi

na
nc

e 
(S

H
E

F)
 s

tu
dy

.

Th
e 

ca
se

 fo
r i

m
pr

ov
ed
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ro

du
ct

iv
ity

: 
fis

ca
l c

on
st

ra
in

ts

パ
ブ
リ
ッ
ク
大

学
学

生
数

（
パ

ブ
リ
ッ
ク
大

学
学

生
数

（
FT

E
FT

E ）
学

生
一

人
当

た
り
（
１

）
学

生
一

人
当

た
り
（
１

FT
E

FT
E ）

の
州

・
市

政
府

）
の

州
・
市

政
府

助
成

金
及

び
一

般
歳

入
助

成
金

及
び
一

般
歳

入
, , 
ア
メ
リ
カ

ア
メ
リ
カ

, 
19

82
, 

19
82

年
度

年
度

-- 2
00

7
20

07
年

度
年

度

歴
史
的
観
点
か
ら
見
る
な

ら
ば
、
州
政
府
は
高
等
教

育
の
今
以
上
の
機
会
拡

大
を
支
援
し
続
け
る
こ
と

は
お
そ
ら
く
不
可

能
で
あ

る
。

州
・
市
政
府
か
ら
の
学
生

一
人
当
た
り
の
高
等
教
育

に
対
す
る
支
出
は
増
大
と

減
少
を
、
時
に
急
激
な
変

化
を
伴
っ
て
、
繰
り
返
し
て

き
た
。

長
期
間
で
見
た
と
き
、
学

生
一
人
（
FT

E
)当

た
り
の

一
般
歳
入
の
平
均
変
化

率
は
１
％
以
下
と
な
る
。

（
イ
ン
フ
レ
調
整

後
）

注
：

医
学
部
、
大
学
病
院
、
研

究
グ
ラ
ン
ト
な
ど
に
対
す
る

助
成
金
は
一
般
歳
入
に
含

ま
れ

て
い
な
い
。

N
ot

e:
 C

on
st

an
t 2

00
7 

do
lla

rs
 a

dj
us

te
d 

by
 S

H
E

E
O

 H
ig

he
r E

du
ca

tio
n 

C
os

t A
dj

us
tm

en
t (

H
E

C
A)

.
S

ou
rc

e:
 S

H
E

E
O

 S
ta

te
 H

ig
he

r E
du

ca
tio

n 
Fi

na
nc

e 
(S

H
E

F)
 s

tu
dy

.

「
生

産
性
の

向
上
」
を
追

及
す
る
理
由

: 
財

政
上

の
制

限
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7
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W
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e 
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aw
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 c
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m
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25
 y

ea
rs

 a
go

, t
he

 
po

rti
on

 o
f o

pe
ra

tin
g 

re
ve

nu
es

 b
or

ne
 b

y 
st

ud
en

ts
 a

nd
 th

ei
r 

fa
m

ilie
s 

(re
fle

ct
ed

 in
 

ne
t t

ui
tio

n 
pa

ym
en

ts
) 

w
as

 le
ss

 2
5%

. N
ow

, 
th

e 
st

ud
en

t s
ha

re
 o

f 
op

er
at

in
g 

re
ve

nu
es

 is
 

ap
pr

oa
ch

in
g 

40
%

.

S
ou

rc
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E
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O
 S

ta
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ig

he
r E
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tio
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Fi
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nc
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(S
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E
F)

 s
tu

dy

Th
e 
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r i

m
pr
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ed

 p
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du
ct
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ity

: 
fis
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l c
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st

ra
in

ts

パ
ブ
リ
ッ
ク
高

等
教

育
一

般
歳

入
に
お
け
る
学

費
収

入
の

割
合

、
ア
メ
リ
カ

パ
ブ
リ
ッ
ク
高

等
教

育
一

般
歳

入
に
お
け
る
学
費

収
入

の
割

合
、
ア
メ
リ
カ

平
均

、
１
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０
７
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度

学
生

一
人

当
た
り
の
一

般
歳
入
額
が
比
較
的
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定
額
を
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っ
て
き
た
一
方

で
、
そ
の
内
訳
に
は
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化
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す
な
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ち
家
計
の
占
め
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割
合
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、
が
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っ
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き
て
い
る
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年
前
は
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般
歳
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に
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家
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収
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０
％
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達
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い
る
。
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均
収

入
に
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け
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大

学
に
か

か
る
費

用
の

割
合

家
計

の
平

均
収

入
に
お
け
る
、
大

学
に
か

か
る
費

用
の

割
合

（
収

入
レ
ベ
ル

別
な
ら
び
に
大

学
種

別
）

（
収

入
レ
ベ
ル

別
な
ら
び
に
大

学
種

別
）

先
の
ス
ラ
イ
ド
で
見
ら
れ

た
変
化
が
起
こ
る
に
つ
れ

て
、
大
学
も
よ
り
コ
ス
ト

（
家
計
収
入
に
占
め
る
割

合
と
い
う
観

点
か

ら
見

て
も
）
高
く
な
り
、
特
に
低
所

得
層
出
身
の
学
生
が
そ

の
コ
ス
ト
の
上
昇
に
一
番

大
き
く
影
響

さ
れ
て
い
る
。
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生
産
性
の
増
加

: 政
策
の
枠
組
み

避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
課

題
避

け
て
通

る
こ
と
の

で
き
な
い
課

題

人
的
資
源

の
増

加

現
実

現
実 こ
れ

以
上

増
え
る
こ
と
の
な
い
財

源

現
在

行
わ

れ
て
い
る
様

々
な
取
り
組

み
の
主

な
焦

点
現

在
行
わ

れ
て
い
る
様

々
な
取
り
組

み
の
主

な
焦

点

現
在
は
、
経
済
不
況
に
対
処
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
は
「
し
ぶ
し
ぶ
」
生

産
性
の
増
加
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
対
応
手
法
は

短
期
的
な
措
置
で
あ
る
。

我
々
は
こ
の
不
況
の
嵐
を
耐
え
、
も
と
の
状
態
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？

M
ak
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O
pp

or
tu
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ty

 A
ffo

rd
ab

le
は
長
期
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
生
産
性

の
増
加

(支
出
に
お
け
る
学
位
供
給
の
最
大
化
）
を
促
進

す
る
グ
ラ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
。
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財
政
の
見
直
し
：
在
籍
学
生
数
に
偏
重

し
す
ぎ
て
い
る
現
在
の
大
学
の
予
算
配

分
シ
ス
テ
ム
に
卒
業
生
数
を
別
の
決
定
要
因
と
し
て
組
み
込
む

効
率
性
及
び
有
効
性
の
増
加
：
大
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ら
び
に
大
学
の
管
理

運
営
の
効
率
性

の
追
求

資
源
配
分
の
調
整
も
し
く
は
新
し
い
資
源
配
分
モ
デ
ル
の
構
築
：
よ
り
多
く
の
学
生

を
教
育
で
き
る
資
源
配
分

重
点

政
策

重
点

政
策

生
産
性
の
増
加

: 政
策
の
枠
組
み
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州
財

政
の

見
直

し
：
在

籍
学

生
数

に
偏

重
し
す
ぎ
て
い
る
現

在
の

大
学

の
予

算
配

分
シ
ス
テ

ム
に
卒

業
生

数
を
別

の
決

定
要

因
と
し
て
組

み
込

む

過
去

の
手

法
: 予

算
→

毎
年

一
定

額
の

増
加

、
学

生
在

籍
数

重
視

の
予

算
配

分
式

の
利

用

結
果 •ア

メ
リ
カ
は

学
生

一
人

当
た
り
の

大
学

支
出

が
世

界
一

で
あ
る
。

•州
の

助
成

金
の

総
額

が
学

生
数

の
増

加
と
同

じ
ペ
ー
ス
で
増

え
続

け
て
き
た
（
最

近

ま
で
）

•教
育

機
会

均
等

の
重

視
に
よ
っ
て
、
卒

業
に
対

す
る
意

識
の

低
下

•学
生

在
籍

者
数

を
学

期
が

始
ま
っ
て
１
４
日

目
に
最
大

化
し
よ
う
と
す
る
動

機
１

解
決

方
法

•授
業
単
位

取
得

率
、
歩
留
ま
り
率

、
卒

業
率
な
ど
の
成

果
を
も
と
に
大
学

に
予
算

を

配
分

す
る

•奨
学
金

を
用
い
て
、
学
生
が

大
学

に
最

後
ま
で
在
籍

し
続

け
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
作

る

重
点

政
策

重
点

政
策

生
産
性
の
増
加

: 政
策
の
枠
組
み

注
：
ア
メ
リ
カ
で
は
一

般
的

に
、
予
算
の
配
分
の
際
、

秋
学

期
の

１
４
日

目
の

学
生
数
を
も
と
に
予
算
額
を

決
め
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が

多
い
。
し
た
が
っ
て
、
大

学
に
は
１
４
日
目
に
学
生

数
を
最

大
限
に
し
よ
う
と

す
る
動
機
付
け
の
メ
カ
ニ
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が
存
在
す
る

In
cr

ea
se

 e
ffi

ci
en

cy
 a

nd
 c

os
t e

ffe
ct

iv
en

es
s

of
 a

ca
de

m
ic

 p
ro

gr
am

s 
an

d 
ad

m
in

is
tra

tiv
e 

op
er

at
io

ns

O
n 

th
e 

ac
ad

em
ic

 s
id

e

•m
or

e 
ac

ce
le

ra
tio

n
(d

ua
l e

nr
ol

lm
en

t, 
cr

ed
it 

by
 e

xa
m

in
at

io
n,

 
tu

iti
on

 b
re

ak
s 

fu
ll-

tim
e 

or
 y

ea
r-

ro
un

d 
co

ur
se

 lo
ad

s)
;

•m
or

e 
pr

io
rit

iz
at

io
n

(c
lo

si
ng

 o
r c

on
so

lid
at

in
g 

lo
w

-p
ro

du
ci

ng
 

pr
og

ra
m

s)
;

•m
or

e 
in

no
va

tio
n

(th
e 

N
at

io
na

l C
en

te
r f

or
 A

ca
de

m
ic

 
Tr

an
sf

or
m

at
io

n 
ha

s 
sh

ow
n 

ho
w

 to
 re

du
ce

 th
e 

co
st

 o
f d

el
iv

er
in

g 
la

rg
e 

le
ct

ur
e 

co
ur

se
s 

w
hi

le
 in

cr
ea

si
ng

 s
tu

de
nt

 p
er

fo
rm

an
ce

); 
an

d

•l
es

s 
re

pe
tit

io
n

(im
pr

ov
e 

ar
tic

ul
at

io
n 

an
d 

in
fo

rm
at

io
n 

fo
r t

ra
ns

fe
r 

st
ud

en
ts

; t
ar

ge
t r

em
ed

ia
l e

du
ca

tio
n 

in
te

rv
en

tio
ns

 m
or

e 
ac

cu
ra

te
ly

; l
im

it 
co

ur
se

 re
-ta

ke
s)

.

Po
lic

y 
pr

io
ri

ti
es

Po
lic

y 
pr

io
ri

ti
es

P
ro

du
ct

iv
ity

 g
ai

ns
: a

 p
ol

ic
y 

fra
m

ew
or

k

効
率
性

及
び
有
効

性
の

増
加

：
大
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ら
び
に
管
理
運
営

教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関

し
て

•卒
業
に
か
か
る
時
間
を
早
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
促
進

(高
校
在
籍
時
か
ら
大

学
の
単
位
が
取
得
で
き
る

“d
ua

l e
nr

ol
lm

en
t”,

 試
験
に
パ
ス
す
れ
ば
単
位
が

取
得
で
き
る
シ
ス
テ
ム
、
通
年
で
受
講
す
る
コ
ー
ス
に
対
す
る
学
費
の
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
等

);

•優
先
順
位
の
徹
底

(生
産
性
が
低
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
合
併
、
も
し
く
は
閉
鎖

);

•革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
の
奨
励

(例
：
th

e 
N

at
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l C
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r f
or

 A
ca
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m

ic
 

Tr
an

sf
or

m
at

io
n1

が
大
人
数
の
学
生
を
抱
え
る
授
業
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
下

げ
つ
つ
学
生
の
学
習
状
況
を
上
げ
る
メ
ソ
ッ
ド
を
紹
介
し
て
い
る

); 
そ
し
て

•「
繰

り
返

し
」の

排
除

(a
rti

cu
la

tio
nの

改
善
、
及
び
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
学
生
に

対
す
る
情
報
の
開
示

2 ; 
無
駄
の
な
い

re
m

ed
ia

l e
du

ca
tio

nの
実
施

; 同
じ

コ
ー
ス
の
再
履
修
の
制
限

).重
点

政
策

重
点

政
策

生
産
性
の
増
加

: 政
策
の
枠
組
み

注
：
１
．

N
at

io
na

l 
C

en
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r f
or

 A
ca

de
m

ic
 

Tr
an

sf
or

m
at

io
nに

関
す

る
詳
し
い
情
報
は

ht
tp

://
w

w
w

.c
en

te
r.r

pi
.

ed
u/

２
．

A
rti

cu
la

tio
nの

問
題

と
関
連
し
て
、
ト
ラ
ン
ス

フ
ァ
ー
す
る
学
生
が
移
籍

先
の
大
学
で
ど
の
単
位

の
移
行
が
認
め
ら
れ
る
の

か
と
い
う
ル

ー
ル

を
知

ら
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が

多
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
各

大
学
に
そ
の
ル
ー
ル
を

明
示
す
る
よ
う
に
求
め
る

動
き
が
あ
る
。
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効
率
性

及
び
有
効

性
の

増
加

：
大
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ら
び
に
管
理
運
営

大
学

の
管

理
・
運
営

に
関
し
て

•協
調
の
推
進

(複
数
キ
ャ
ン
パ
ス
で
購
買

; 特
定
の
サ
ー
ビ
ス
を
ア
ウ
ト
ソ
ー

ス
; そ

し
て
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
「
浮
い
た
」
額
を
学
部
教
育
に
再
投
資

す
る

);

•革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
の
奨
励

(新
し
い
施
設
を
建
て
る
前
に
、
現
存
す
る
施
設

の
有
効
利
用

; 施
設
を
共
有
し
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に
対
す
る
報
酬

; ピ
ー
ク
時

以
外
の
授
業
の
学
費
割
引
そ
し
て
そ
の
時
間
を
担
当
す
る
教
員
の
に
特
別
手

当
を
施
す
等

); 

•「
繰

り
返
し
」
の
排
除

(各
大
学
・
シ
ス
テ
ム
に
複
数
存
在
し
て
い
る
部
門
の
統

合
。
例
：
給
与
サ
ー
ビ
ス
、

En
ro

ll 
M

an
ag

em
en

t部
門
、
施
設
管
理
部
門
等

な
ど
）
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策
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枠
組
み
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資
源
配
分
の
調
整
も
し
く
は
新
し
い
大
学
教
育
モ
デ
ル
の
構
築
：
よ
り
多
く
の
学
生
を

教
育
で
き
る
シ
ス
テ
ム

現
存
す
る
施
設
の
有
効
利
用

•低
コ
ス
ト
の
大
学
を
利
用
し
て
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
を
発
展
さ
せ
る
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
の

構
築

;

•学
生
数
の
増
加
を
私
立
大
学
に
吸
収
さ
せ
る

; 

•キ
ャ
ン
パ
ス
外
（
企
業
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
授
業

や
軍
隊
で
オ
フ
ァ
ー
さ
れ

た
授
業
な
ど
）
を
取
得
し
た
単
位
が
移
行
さ
れ
る
上
で
の
障
害
を
取
り
除
く

費
用
対
効
果
が
高
い
オ
プ
シ
ョ
ン
の
追
求

•企
業
内
で
授
業
を
開
講
で
き
る
企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

; 

•よ
り
多
く
の
学
生
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
く
よ
う
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

利
用
と
キ
ャ
ン
パ
ス
の
枠
組
み
を
越
え
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

.
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政
策
監
査

政
策
診
断

: 州
の
ゴ
ー
ル

と
照

ら
し
合
わ
せ
て
政
策

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

複
数
の
政
策

の
総

合
的

な
イ
ン
パ

ク
ト
に
対

す
る
理

解
の

促
進

ど
の
政
策
が
州
の
ゴ
ー
ル

と
し
っ
か
り
と
か
み
合
っ
て
い
る
か
（
も
し
く
は
い
な
い
か
）
を
明
ら
か

に

す
る

「
戦

略
的

グ
ル

ー
プ
」
の

結
成

政
策
監
査
か
ら
明

ら
か

に
な
っ
た
問

題
の

う
ち
、
す
ぐ
に
解

決
可

能
な
も
の

に
焦

点
を
当

て
る

議
論
の
枠
組
み

と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
は
一
般
予
算
配
分
計
算

式
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
（
大
学
の
有
効
性
と
い
う
観

点
か
ら
見
て
）
、

ar
tic

ul
at

io
n及

び
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
、
そ
し
て
成
人

学
生
の
高
等
教
育
参
加
者
数

の
増
加
に
つ
い
て
話
し
合
う

成
果

:２
０
０
５
－

２
０
１
０
年

テ
ネ
シ
ー
高
等
教
育
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

一
般
予
算
配
分
計
算
式
に
州

の
政
策
を
実
施
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
組
み
込
む

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
促
進
の
た
め
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用

「
生

産
性
の

増
加

」
の
た
め
の

テ
ネ

「
生

産
性
の

増
加

」
の
た
め
の

テ
ネ

シ
ー
州

の
取

り
組

み
シ
ー
州

の
取

り
組

み

生
産
性
の
増
加

: 政
策
の
枠
組
み

「生
産
性
の
向
上
」と

い
う
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
推
し
進
め
る
上
で
の
、
現
実
的
な
限
界
は

何
か
？

漸
進
的
な
発
展
以
外
に
可
能
な
方
法
は
あ
る
の
か
？
あ
っ
た
と
し
て
そ
れ

は
持
続
可
能
な
の
か
？

も
し
、
重
複
し
て
い
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
閉
鎖
さ
れ
た
り
、
統
合
さ
れ
た
と
し
て
、
学

生
は
よ
り
少
な
く
な
っ
た
授
業
も
し
く
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
択
肢
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
反

応
す
る
の
か
？

学
生
が
経
験
す
る
教
育
の
質
を
下
げ
ず
に
、
よ
り
少
な
い
費
用
で
、
よ
り
多
く
の
学
位

を
生
産
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
？

「生
産

性
の

向
上
」は

単
に
立

法
者
（議

員
）た

ち
に
高

等
教

育
へ

の
投
資

を
少

な
く

さ
せ
る
格
好
の
理
由
を
与
え
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
の
か
？

生
産
性
、
効
率
性
、
有
効
性
と
い
っ
た
よ
う
な
言
葉
は
そ
も
そ
も
社
会
の
サ
ポ
ー
ト
を

求
め
る
上
で
の
高
等
教
育
の

ゴ
ー
ル
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
か
？

(例
：教

育
機
会
の
拡

大
や
学
費
負
担
の
軽
減
な
ど
と
比
較
し
て
）

「生
産
性
の
向
上
」は

経
済
が
回
復
し
た
あ
と
で
も
同
じ
よ
う
に
政
治
的
な
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？

未
だ
答

え
の

見
つ
か

ら
な
い
疑

問
未

だ
答

え
の

見
つ
か

ら
な
い
疑

問

生
産
性
の
増
加

: 政
策
の
枠
組
み
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